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 石田

ヒント：

ヒント：

Pauling
の定め方（配布資料）

k
=
96.48
kJ/mol

これは実は
 eV
との換算定数。

ヒント：§5.6.2
と
§6.5

Born
の補正をやると、実測値に

近づく。

コメント：(1)
の名称は
 CsCl
に

使うことはできない。Cs
と
 Cl

が異なるから、対称操作が
 (1)に

合致しないので。

ヒント：電子親和力を正の値で

表記するなら、電子付加反応の

エンタルピー変化
 ΔH0
を
 –1 倍
することになる。


　EA
=
- ΔH0

r = ∞

W

(1/2)mv2
hν



ヒント：アボガドロ定数と

原子量表が必要。

追加問 3.1：単体が示す性質として、金属と（真性）半導体の違いを、

(1) 電導性の温度依存性、(2)
バンド、(3)
周期表上の元素の性質

の３つの立場から、説明せよ。

ヒント：β2
は第二配位段階

の安定度定数で（p.142）、

β2
＝
K1・K2
である。

なお、錯体／錯イオンでは

配位圏を明示するために
 [
]

記号を用いることが普通。

　[Ti(H2O)6]
3+
の可視吸収スペクトルを右図に示す。

追加問 8.1：電子スペクトル（紫外可視吸収スペクトル）を測定すると、

Cu2+
錯体は可視部領域に吸収を示すのに、Cu+
錯体ではこの領域に

吸収帯がみられないのはなぜか。

追加 8.4：高スピンの
Mn2+
は理想的に近い正八面体構造をとりやすいが、

高スピン
Mn3+
は軸方向に変形（延伸または圧縮）していることが多い。なぜか。

追加 8.5：次の語句を説明せよ。

(1)
分光化学系列　(2)
キレート配位子　(3)
d2sp3
混成　(4)
dsp2
混成


